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自己紹介

 重本 尚志
 略歴:

 徳島大学工学部卒業（2008-03）
 独立系IT企業に新卒として入社（2008-04）
 C#やJavaを中心（クラサバ多め）に案件を転々とする。
 退職・独立（2017-01）
 株式会社PUreatio設立（2018-12）

 趣味:トレーディングカード収集
 好きな食べ物:奈良漬、味噌ラーメン
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ヘッドレスCMSとは

 CMS

 コンテンツ管理システム（Contents Management System）。
 Webサイトのコンテンツを構成するテキスト・画像・デザイン・レイアウト情報（テン
プレート）等を一元管理・保存するシステム。

画像 テンプレート
（PC用)

テキスト テンプレート
（スマホ用)

コンテンツデータ テンプレートデータ

CMS

Webサイト

スマホサイト

アクセス媒体に
対応したページを生成



ヘッドレスCMSとは

 従来のCMS

 カップルドCMS

 管理画面（バックエンド）とフロントエンドが密に連携・結合しており、左記の2つが揃っては
じめてCMSとして成立する
 WordPress、Note、Qiita等のHP・ブログ管理ツール、etc…

 デカップルドCMS

 管理画面（バックエンド）とフロントエンドが疎結合なので、メンテナンス性に優れている

 今回紹介するヘッドレスCMSはフロントエンドとバックエンドが切り離されているため、デ
カップルドCMSと呼ばれることがある。
 Contentful、MicroCMS、etc…



ヘッドレスCMSとは

 ヘッド（画面）がなく、API形式でコンテンツを配信するCMS

 APIで取得したコンテンツをもとに、フロントエンドは自前で実装する
 コンテンツはAPIで取得可能なので、様々なフロントエンドを活用できる

DB

管理画面

CMS部分

Web

アプリ

自社
サービス

ヘッド（画面部分）

API形式



ヘッドレスCMSとは

 Jamstack

 下記を利用したシステム構成のこと
 Javascript・・・Javascript言語

 API・・・コンテンツ配信API

 Markup・・・HTMLといった画面を構成するマークアップ言語

画面 ストレージ
ページ情報呼び出し

ページ情報を返却

ビルド済みの情報が予め配
置されている（DB検索等が
必要ない）

返却された情報を表示
※クライアントのレンダリング用処
理が記載されている場合もある。

SSG静的サイトジェネレータ。
ページ情報をビルド・配置。



ヘッドレスCMSとは

 なぜヘッドレスCMSが使われるようになったか
 Webサイト以外のユーザーとの接点の増加

 スマホ、タブレット、スマートウォッチ、AIスピーカー等

 通常のシステムは、多岐に渡すデバイスとのフロントエンドが想定されているわけではない

 既存のCMSでも対応できるが、修正コストの増加、セキュリティ面の検討が必要

 どんなシステムに利用するとよいか
 マルチチャンネルにコンテンツを配信するようなシステム
 サイトデザインに柔軟性・即時性が必要なシステム



ヘッドレスCMSとは

 メリット・デメリット

メリット デメリット
様々なフロントエンドに対応できる 開発のためのエンジニアが必要
CMSの部分化、追加ができる 技術的難易度が高め
フロントエンドの自由度が高い 機能によっては外部ツール導入が必要
システムの責任範囲が明確になる プレビュー確認が難しい
セキュリティの向上
表示速度が速い



ヘッドレスCMSとは

 導入事例
 https://microcms.io/projects/use/media-site

 https://monotein.com/blog/headless-cms-case-studies-1

 https://kuroco.app/ja/



ヘッドレスCMSを使ってみる

 今回は下記のサービスでヘッドレスCMSを使ってみた。
 https://microcms.io/

 APIからのデータ取得はJavascriptを利用している。
 今回は、Jamstackにはしていないので、単純にmicrocmsで登録したデータを

Javascriptで取得している形になる。
 単にJavascriptで実装してみたといっても過言ではない。。。。



ヘッドレスCMSを使ってみる

MicroCMSの画面



ヘッドレスCMSを使ってみる
コンテンツ

画面表示



ご清聴ありがとうございました


